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秋
の
収
穫
を
飾
る
「
第
二
十
六
回
農
協
ま

つ
り
」・「
第
五
十
二
回
ふ
れ
あ
い
電
化

シ
ョ
ー
」
が
十
一
月
九
日
・
十
日
の
二
日
間
、

田
尻
の
百
塚
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

『
イ
ベ
ン
ト
広
場
』
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
組

合
員
方
を
は
じ
め
地
域
住
民
や
遠
方
か
ら
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。  

　
会
場
で
は
電
化
製
品
・
農
機
具
・
自
動
車
・

家
具
・
日
用
品
な
ど
が
展
示
販
売
さ
れ
る
と

と
も
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
青
年
部
コ
ー
ナ
ー
、

女
性
部
コ
ー
ナ
ー
、
各
部
会
コ
ー
ナ
ー
が
出

店
し
、
買
い
求
め
る
お
客
様
方
で
大
盛
況
で

し
た
。
ま
た
、
農
産
物
直
売
所
と
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
で
は
、
新
鮮
な
地
場
野
菜
が
特
価
販
売
さ

れ
大
盛
況
で
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、当
Ｊ
Ａ
管
内
出
身
の
力
士

『
朝
乃
山
応
援
ブ
ー
ス
』を
設
け
、「
ち
ゃ
ん
こ

鍋
」と「
朝
乃
山
グ
ッ
ズ
」の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」の
売
上
金
１
４
６
，５
０
１

円
は
、「
令
和
元
年
８
月
九
州
北
部
豪
雨
お
よ

び
令
和
元
年
台
風
15
号
に
か
か
る
富
山
県
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
支
援
募
金
」
に
寄
付
い
た
し
ま

し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
笑
い
づ
く
し
の
大
道

芸
、
元
気
あ
ふ
れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
が
行

わ
れ
、
大
人
か
ら
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
農
協
ま
つ
り
と
言
え
ば
、
定
番
の
「
つ
き

た
て
お
餅
」
が
好
評
に
よ
り
長
蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
「
農
協
ま
つ
り
」・「
ふ
れ
あ
い

電
化
シ
ョ
ー
」
に
ご
来
場
頂
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
多
く
の
方
々
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭第26回秋の収穫祭
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受
賞
者
の
み
な
さ
ん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

農
産
物
品
評
会

農
産
物
品
評
会

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

切
花
品
評
会

切
花
品
評
会

　

十
一
月
八
日
、
農
協
ま
つ
り
「
切
花
品
評
会
」
が
行
わ
れ
、
切
花
二
十
六
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
気
象
経
過
と
生
育
状
況
は
、
平
年
よ
り
五
日
早
い
六
月
七
日
頃
に
梅

雨
入
り
し
、平
年
と
同
じ
七
月
二
十
四
日
頃
に
梅
雨
明
け
し
ま
し
た
。七
月
下
旬

か
ら
八
月
中
旬
は
気
温
が
か
な
り
高
く
、
ス
ト
ッ
ク
や
ハ
ボ
タ
ン
の
育
苗
管
理

を
は
じ
め
、ほ
場
や
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・
水
管
理
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
下
旬
は
大
雨
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
度
重
な

る
台
風
接
近
、
さ
ら
に
十
月

ま
で
気
温
は
高
め
に
推
移
し

た
こ
と
等
、
排
水
や
暴
風
対

策
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・
水

管
理
、
病
害
虫
防
除
ほ
か
秋

冬
物
の
管
理
が
一
段
と
難
し

い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
以
上
に
き
め
細
や
か

な
水
管
理
や
肥
培
管
理
が
必

要
と
さ
れ
る
中
、品
質
の
良

い
切
花
や
枝
物
が
多
く
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

切
り
前
の
状
態
②
花
色
の
発

色
状
態
③
全
体
の
草
姿
バ
ラ

ン
ス
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
④
病

害
虫
・
障
害
等
の
有
無
⑤
品

種
特
性
の
有
無
⑥
茎
葉
の
処

理
等
出
荷
技
術
に
つ
い
て
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

下
記
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

　

農
産
物
品
評
会
に
は
根
菜
類
・
葉
茎
菜
類
・
果
菜
類
・
い
も
類
等
の
約

１
４
４
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、八
月
が
高
温
多
雨
、九
月
が
高
温
、十
月
も
平
均
気
温
が
平
年

よ
り
高
く
推
移
し
た
た
め
、
葉
菜
類
を
中
心
に
虫
の
発
生
が
多
か
っ
た
で

す
。ま
た
十
月
十
二
日
に
は
台
風
十
九
号
の
影
響
の
た
め
、白
ね
ぎ
で
は
軟

白
部
の
シ
ワ
に
よ
り
出
荷
品
の
品
質
低
下
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
秋
冬

野
菜
に
つ
い
て
も
、
高
温
多
雨
に
よ
る
病
害
発
生
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
皆
様
方
の
熱
意
や
日
頃
の

栽
培
の
工
夫
等
が
感
じ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
映
え
で

あ
り
、
審
査
に
は
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
の
高
い

栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
栽

培
と
地
域
農
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
は
、
市
場
、
全
農
富

山
県
本
部
、
富
山
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
山
市
農
業
水

産
課
、
農
協
青
年
部
及
び

担
当
職
員
に
よ
っ
て
、
品
種

固
有
の
特
徴
、
品
質
の
揃
い
、

出
荷
規
格
の
遵
守
及
び
締

ま
り
、
光
沢
、
病
害
虫
の
有

無
等
の
観
点
で
審
査
を
行

い
、
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

品　　　目 支店名 氏　　名 賞内訳
大 根 南部 中山　宏夫 富 山 市 長 賞
白 菜 和合 本多　勝博 富 山 市 長 賞
ね ぎ 呉羽 西浦　義則 富 山 市 長 賞
キ ャ ベ ツ 南部 （農）ファーム古沢 全 農 賞
か ぶ 呉羽 吉井　　勲 全 農 賞
い も 類（ 長 芋 ） 呉羽 恒田　一夫 全 農 賞

柿 和合 石割　雅弘 農 業 振 興 会 長 賞
その他野菜（カボチャ） 西部 上田　秀夫 農 業 振 興 会 長 賞
そ の 他（ リ ン ゴ ） 南部 林　　唯一 農 業 振 興 会 長 賞
軟 弱 野 菜 呉羽 大場　昌子 農 協 長 賞
ブロッコリー・カリフラワー 和合 藤本　龍子 農 協 長 賞
かんきつ類（ゆず） 和合 西村　善蔵 農 協 長 賞

品　　　目 支店名 氏　　名
大 根 南部 池崎　治夫
白 菜 南部 五十里紀子
ね ぎ 和合 黒崎　甚英
キ ャ ベ ツ 和合 渡辺　フミ
か ぶ 呉羽 西浦たき子
い も 類（ 里 芋 ） 呉羽 吉井　　勲

柿 西部 井澤　清裕
その他野菜（玉葱） 和合 大場　勝子
そ の 他（ 銀 杏 ） 南部 池崎　治夫
かんきつ類（みかん） 北部 大場ゆり子
ブロッコリー・カリフラワー 和合 松浦　　正

品　　　目 支店名 氏　　名
大 根 西部 家城一七子
白 菜 西部 家城一七子
ね ぎ 南部 （農）ファーム古沢
キ ャ ベ ツ 和合 草島　啓一
か ぶ 和合 和田　悦子
いも類（じゃがいも） 北部 大場タミ子

柿 和合 上滝　直三
その他野菜（人参） 和合 松浦　　正
ブロッコリー・カリフラワー 南部 五十里紀子
かんきつ類（ゆず） 呉羽 高野　洋子

秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭

農協
まつり
農協
まつり
農協
まつり

秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭秋の収穫祭

農協
まつり
農協
まつり
農協
まつり

切花品評会受賞者
賞　　　　　名 受賞品目・品種名 受賞者名

支店名 氏　名
金賞
３点

富山市長賞 小菊（精うすぐも） 北部 関野　久美
ＪＡ全農とやま本部長賞 ストック 中部 塚本　清信
なのはな農業協同組合長賞 風船とうわた 和合 米山　幸子

銀賞
９点

富山市農業振興会長賞 ユリ（黄） 和合 永森　静子
富山県花き生産者協議会長賞 風船とうわた 北部 茶木　靖夫
富山市花き生産者協議会長賞 ユーカリ 和合 米山　幸子
富山中央花き園芸代表取締役社長賞 スターチス 中部 青山　愛子
なのはな農協花き出荷組合長賞 カンパニューラ 水橋 押田　幸子
なのはな農協花き出荷組合長賞 スプレー 和合 永森　静子
なのはな農協花き出荷組合長賞 ハイビスカス（パープル） 南部 春田　　豊
なのはな農協花き出荷組合長賞 サンゴ水木 水橋 松波　武良
なのはな農協花き出荷組合長賞 風船とうわた 中部 浅野　悦子

総出品点数２6点

１等賞

２等賞 ３等賞
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に
ん
じ
ん
堀
取
り
体
験

に
ん
じ
ん
堀
取
り
体
験

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
魚
沼
水
の
郷
工
場
見
学
と
西
福
寺
開
山
堂
・

富
弘
美
術
館
・
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
工
場
と
水
上
温
泉
の
旅

女
性
部
研
修
旅
行

女
性
部
研
修
旅
行

　

十
一
月
十
二
日
～
十
三
日
、
女
性
部
員
五
十
四
名
が
参
加
し
て
新

潟
・
群
馬
県
の
旅
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
心
を
弾
ま
せ
２
班
に
分
か
れ
て
出
発

し
ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
魚
沼
水
の
郷
工
場
で
は
、パ
ッ
ク
ご
飯

の
洗
米
や
炊
飯
と
冷
凍
う
ど
ん
の
麺
の
生
地
作
り
、
茹
で
上
げ
の
工

程
を
見
学
し
、
ま
た
見
学
後
に
は
試
食
と
商
品
の
お
土
産
も
頂
き
ま

し
た
。西
福
寺
で
は
、
本
堂
の
隣
に
あ
る
開
山
堂
内
の「
日
本
の
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
石
川
雲
喋
」
の
素
晴
ら
し
い
彫
刻
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
富
弘
美
術
館
で
は
水
彩
の
詩
画
を
通
し
て
生
命
の
尊
さ

や
優
し
さ
に
感
涙
し
、
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
で
は
製
造
工
程
を

見
学
し
併
設
さ
れ
た
直
営
店
で
は
こ
こ
で
し
か
販
売
し
て
い
な
い
限

定
品
を
購
入
し
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

存
分
に
学
習
し
沢
山
買
い
物
を
し
て
、
仲
間
と
の
交
流
も
深
め
ら

れ
素
晴
ら
し
い
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
に
ん
じ
ん
栽
培
が
始
ま
り
、今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
約
１
１
０
アール
、
三
経
営
体
が
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
播
種
後
の
灌
水
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発

芽
も
良
好
で
大
変
良
い
で
き
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
一
日
、（
株
）Ｇ
Ｆ
Ｍ（
前
田
仁
一
Ｃ
Ｅ
Ｏ（
当
Ｊ
Ａ
理
事
））
の
圃

場
に
は
「
恵
光
学
園
」
の
園
児
た
ち
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

食
農
・
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
農
業
や
自
然
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
や
地

産
地
消
の
推
進
な
ら
び
に
、
生
産
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
Ｊ
Ａ
が
掘
取
り

体
験
を
企
画
し
今
年
で
二
年
目
、
園
児
や
保
護
者
の
方
々
約
40
名
が
「
に
ん
じ

ん
」
の
堀
取
り
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。
前
田
理
事
や
そ
の
ご
家
族
、
当
Ｊ
Ａ
職

員
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
「
大
き
い
ね
」「
い
っ
ぱ
い
取
れ
た
ね
ー
」
等
と
楽
し

く
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
後
、
園
児
か
ら
は
お
礼
の
メ
ダ
ル
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
こ
の
よ
う
な
活
動
が
多
く
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

テーブルマーク魚沼水の郷工場を見学

「にんじんとれたー」

「ありがとう」

富弘美術館で記念撮影
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令　和
元年度

富
山
県
功
労
表
彰

富
山
県
功
労
表
彰

富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰

富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰

キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
始
ま
る

キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
始
ま
る

　

十
一
月
一
日
、
富
山
県
庁
四
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
富
山
県
功
労
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
功
労
表
彰
は
、

富
山
県
の
発
展
に
著
し
く
寄
与
し
、
又
は
県
民
の
福
祉
の
増
進
に

多
大
の
功
労
が
あ
っ
た
も
の
そ
の
他
広
く
県
民
の
模
範
と
な
る
も

の
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
日
、
富
山
市
役
所
で
富
山
市
農
林
漁
業
の
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
を
称
え
る
、
令
和
元
年
度
富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
振
興
を
図
る
た
め
、
大
規
模
経
営
体
や

担
い
手
の
野
菜
栽
培
へ
の
取
組
と
し
て
加
工
キ

ャ
ベ
ツ
の
栽
培
が
始
ま
り
四
年
目
、
北
部
支
店

管
内
の
農
事
組
合
法
人
高
島
営
農
で
は
今
年
、

１
０
５
アール
の
圃
場
で
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
五
日
、
八
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
た

キ
ャ
ベ
ツ
を
専
用
収
穫
機
を
使
用
し
て
、
約
10

アール
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
十
月
の

平
均
気
温
が
高
く
推
移
し
た
た
め
、
虫
の
発
生

が
多
く
虫
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
適
期
防

除
に
努
め
ら
れ
た
お
か
げ
で
品
質
も
玉
太
り
も

よ
く
、
良
い
で
き
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
他

の
地
域
で
、
順
調
に
収
穫
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
産
業
経
済
部
門
】

　

土
田　

昭

　
（
な
の
は
な
農
協
呉
羽
梨
選
果
場
場
長
）

　

昭
和
四
十
五
年
に
呉
羽
梨

の
生
産
に
取
り
組
み
、
平
成

二
十
三
年
以
来
な
の
は
な
農
協

呉
羽
梨
選
果
場
場
長
と
し
て
積

極
的
に
活
動
さ
れ
、
呉
羽
梨
の

生
産
性
向
上
や
産
地
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

☆
農
林
漁
業
優
良
生
産
部
門
　

　
園
芸
の
部

　

針
原　

博
良
（
西
部
支
店
）

　

青
ネ
ギ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
市
場
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
他
、
寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

出
荷
組
合
と
な
の
は
な
農
協
青

果
出
荷
組
合
協
議
会
の
役
員
と

し
て
、
地
域
の
活
動
に
も
貢
献

し
、
新
規
就
農
の
研
修
生
の
受

入
等
、
産
地
の
発
展
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

【
教
育
部
門
】

　

谷
井　

光
昭

（
呉
羽
支
店
管
内
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
に
お

け
る
生
涯
学
習
活
動
の
振
興
や

学
習
活
動
の
充
実
に
努
め
、
世

代
間
交
流
や
青
少
年
の
健
全
育

成
、
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
さ

れ
る
と
と
も
に
、
公
民
館
活
動

が
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
県
の
公
民
館
事
業
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

専用収穫機による収穫作業
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入
賞
者
決
定

令　和
元年度

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
研
修
会

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
研
修
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
住
民
の
方
々
の
た
め
の
保
障
活
動
・
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
し
あ
わ
せ
の
輪
を
ひ
ろ

げ
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
目
指
す
「
相
互
扶
助
、

思
い
や
り
の
精
神
」
を
伝
え
る
と
共
に
児
童
・
生
徒
の
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ

共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
富
山
県
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
実
施
さ
れ
、
今
年
も
県
下
15
Ｊ
Ａ
か
ら
２
１
，
８
６
１
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
十
月
九
日
に
審
査
会
が
開
か
れ
、等
農
協
管
内
で
入
賞
さ
れ
た
児
童・生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

金
　
賞
（
半
紙
の
部
）

�

室
　
　
香
澄
　
新
庄
小
（
六
年
）

金
　
賞
（
条
幅
の
部
）

�

岡
本
　
果
穏
　
附
属
中
（
二
年
）

銀
　
賞
（
条
幅
の
部
）

�

齋
藤
　
葉
奈
　
新
庄
中
（
一
年
）

銅　
賞
（
条
幅
の
部
）

�

井
澤
　
朱
理
　
広
田
小
（
二
年
）

県
知
事
賞
（
条
幅
の
部
）

�

長
崎
　
琥
珀
　
浜
黒
崎
小
（
三
年
）

北
日
本
放
送
賞
（
条
幅
の
部
）

�

近
松
　
　
楓
　
中
央
小
（
一
年
）

�

山
口
　
和
慶
　
新
庄
北
小
（
四
年
）

�
須
田
　
恭
子
　
附
属
中
（
一
年
）

北
日
本
新
聞
社
賞
（
条
幅
の
部
）

�

福
澤
　
　
葵
　
奥
田
小
（
二
年
）

佳
　
作
（
半
紙
の
部
）

�

香
川
　
咲
愛
　
奥
田
小
（
一
年
）

�

水
口
　
恵
羽
　
芝
園
小
（
一
年
）

�

大
場
　
渓
子
　
萩
浦
小
（
三
年
）

�

松
井
　
咲
樹
　
芝
園
小
（
三
年
）

�

木
村
　
悠
花
　
奥
田
小
（
三
年
）

�

水
上
友
里
愛
　
西
部
中
（
一
年
）

�

天
谷
　
果
愛
　
附
属
中
（
一
年
）

　

十
月
三
十
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ

（
東
部
支
部
・
岡
村
多
枝
子
代
表
）は
新

庄
北
公
民
館
に
お
い
て
、
十
月
三
十
一

日
ラ
ビ
ッ
ト
会
（
呉
羽
支
部
・
谷
井
悦

子
代
表
）は
呉
羽
支
店
２
階
に
お
い
て
、

理
学
博
士
・
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
専
任
講

師
で
あ
る
二
村
ヤ
ソ
子
先
生
を
招
き
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
は
身
体
の
隅
々
ま

で
血
液
を
流
し
、
身
体
を
温
め
て
免
疫

力
を
高
め
病
気
に
な
ら
な
い
身
体
を
つ

く
る
事
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
毛
細
血

管
を
通
し
て
筋
肉
に
酸
素
と
栄
養
を
送

り
、
筋
肉
を
鍛
え
て
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ク

ラ
ブ
は
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
研
究
所
か
ら

二
村
講
師
を
招
き
、
五
つ
の
基
本
の
動

き
を
講
義
と
実
技
で
改
め
て
学
習
し
、

ラ
ビ
ッ
ト
会
で
は
、
一
つ
一
つ
の
動
き

を
自
分
で
確
認
し
な
が
ら
マ
ッ
ト
を
使

っ
て
座
り
な
が
ら
出
来
る
体
操
を
学
び

ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
は
毎
週
水
曜
日

の
午
前
十
時
か
ら
新
庄
北
公
民
館
で
、

ラ
ビ
ッ
ト
会
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
呉
羽
支
店
２
階
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
北
部
支
部
・
水
橋
支

部
で
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
女
性
部
各

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

レインボークラブ（東部支部）ラビット会（呉羽支部）
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十
月
三
十
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ

（
東
部
支
部
・
岡
村
多
枝
子
代
表
）は
新

庄
北
公
民
館
に
お
い
て
、
十
月
三
十
一

日
ラ
ビ
ッ
ト
会
（
呉
羽
支
部
・
谷
井
悦

子
代
表
）は
呉
羽
支
店
２
階
に
お
い
て
、

理
学
博
士
・
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
専
任
講

師
で
あ
る
二
村
ヤ
ソ
子
先
生
を
招
き
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
は
身
体
の
隅
々
ま

で
血
液
を
流
し
、
身
体
を
温
め
て
免
疫

力
を
高
め
病
気
に
な
ら
な
い
身
体
を
つ

く
る
事
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
毛
細
血

管
を
通
し
て
筋
肉
に
酸
素
と
栄
養
を
送

り
、
筋
肉
を
鍛
え
て
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ク

ラ
ブ
は
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
研
究
所
か
ら

二
村
講
師
を
招
き
、
五
つ
の
基
本
の
動

き
を
講
義
と
実
技
で
改
め
て
学
習
し
、

ラ
ビ
ッ
ト
会
で
は
、
一
つ
一
つ
の
動
き

を
自
分
で
確
認
し
な
が
ら
マ
ッ
ト
を
使

っ
て
座
り
な
が
ら
出
来
る
体
操
を
学
び

ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
は
毎
週
水
曜
日

の
午
前
十
時
か
ら
新
庄
北
公
民
館
で
、

ラ
ビ
ッ
ト
会
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
呉
羽
支
店
２
階
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
北
部
支
部
・
水
橋
支

部
で
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
女
性
部
各

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
乳
が
ん
を
患
う
著
名
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？
日
本
人
女
性
の
11
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
，
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
１
位
で
す
。
一
方
で
死
因
は
５
位
で
す
。
乳
が

ん
の
10
年
生
存
は
早
期
で
あ
れ
ば
85
〜
90
％
で
あ
り
，
治
療
に
よ
っ
て
比
較
的
治
り
や
す
い
が
ん
と

も
い
え
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
治
療
に
は
初
期
治
療
（
根
治
さ
せ
る
治
療
）
と
転
移
・
再
発
治
療
（
根
治
が
で
き
な
い

癌
と
付
き
合
っ
て
い
く
治
療
）
が
あ
り
ま
す
。

　
初
期
治
療
で
は
，
手
術
・
放
射
線
療
法
・
薬
物
治
療
で
癌
を
根
治
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
治
療
し

ま
す
。手
術
に
は
温
存
と
乳
房
切
除
が
あ
り
，人
工
乳
房
を
用
い
た
再
建
も
保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
で
も
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
再
建
を
お
こ
な
う
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
温

存
乳
房
や
リ
ン
パ
節
転
移
に
お
こ
な
い
ま
す
。
薬
物
療
法
は
，
す
で
に
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

微
小
転
移
を
根
絶
す
る
た
め
，
ホ
ル
モ
ン
剤
や
抗
が
ん
剤
治
療
で
全
身
の
治
療
を
お
こ
な
い
ま
す
。

治
療
の
選
択
は
，
ス
テ
ー
ジ
や
が
ん
の
タ
イ
プ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
治
療
期
間
は
抗
が
ん
剤
が
３
ヶ

月
〜
１
年
３
ヶ
月
，
ホ
ル
モ
ン
剤
は
５
〜
10
年
と
長
期
に
わ
た
り
ま
す
。
乳
が
ん
で
は
５
年
目
以
降

に
再
発
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
術
後
の
経
過
観
察
も
10
年
間
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
転
移
・
再
発
乳
癌
は
残
念
な
が
ら
完
治
は
難
し
く
，
生
活
の
質
の
維
持
と
延
命
を
め
ざ
し
て
治
療

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
IV
の
乳
が
ん
の
５
年
生
存
は
30
％
以
上
で
す
。

　
日
本
の
乳
が
ん
は
30
代
か
ら
増
え
，
40
代
後
半
か
ら
50
代
に
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
他
の
が
ん
に

く
ら
べ
て
や
や
若
く
，
そ
の
た
め
に
色
々
な
問
題
も
と
も
な
い
ま
す
。

　
近
年
の
晩
婚
化,

晩
産
化
も
あ
り
，
子
供
を
生
み
た
い
年
齢
と
治
療
時
期
が
か
さ
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
40
歳
以
下
は
乳
が
ん
患
者
全
体
の
約
６
％
で
す
。
抗
が
ん
剤
治
療
が
卵
巣
に
影
響
し
，
閉
経

す
る
こ
と
も
あ
り
治
療
と
同
時
に
生
殖
医
療
（
卵
子
凍
結
な
ど
）
も
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
女
性
も
働
く
こ
と
を
政
府
も
推
進
す
る
現
代
，
治
療
と
仕
事
の
両
立
も
重
要
な
問
題
で
す
。

さ
ら
に
子
育
て
や
介
護
，
孫
の
世
話
な
ど
，
こ
の
世
代
の
女
性
に
は
た
く
さ
ん
の
役
目
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
は
た
し
〝
な
が
ら
〞
治
療
も
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　
ま
た
乳
が
ん
の
５
〜
10
％
は
遺
伝
性
と
い
わ
れ
ま
す
。
海
外
で
は
予
防
的
な
乳
房
切
除
も
お
こ
な

わ
れ
ま
す
が
，
日
本
で
は
ま
だ
保
険
診
療
で
は
お
こ
な
え
ま
せ
ん
。
昨
年
か
ら
転
移
再
発
の
遺
伝
性

乳
が
ん
に
適
応
と
な
る
薬
剤
（
オ
ラ
パ
リ
ブ
）
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
乳
が
ん
の
治
療
に
は
チ
ー
ム
医
療
が
大
切
で
す
。
当
院
で
は
乳
が
ん
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
繊
細

な
問
題
も
，
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
よ
り
よ
い
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
も
早
期
発
見
は
重
要
で
す
。
40
歳
を
す
ぎ
た
ら
検
診
を
う
け
，
月
１
回
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
も
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

尾山　佳永子

厚生連高岡病院
乳腺外科
診療部長

乳
が
ん
の
は
な
し

乳
が
ん
の
は
な
し

①とやまきときと空港から直行便利用
　（飛行時間2時間40分）
②ホテルは全室海側客室利用で眺望抜群！
③西南諸島「西表島・由布島・竹富島」
　を全て周遊！
④由布島では水牛車にお乗り頂きます。
⑤1日目夕食はシアターレストラン「あじ彩」
　にて八重山の歌と踊り鑑賞
⑥2日目夕食は「八重山懐石」又は
　「石垣牛焼肉セット」の
　いずれかチョイス可能！

～石垣島＆南西諸島の旅～

＆
3日間

富山きときと空港発
着

この旅の
おすすめポイント！ 旅

行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
よ
り
情
報
局

【お問い合わせ先】富山五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336
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１ 令和元年産米の作柄及び品質令和元年産米の作柄及び品質令和元年産米の作柄及び品質令和元年産米の作柄及び品質

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

※登録は無料です

（原稿提供：富山農林振興センター）

令和元年産米の生育経過、収量・品質の概況令和元年産米の生育経過、収量・品質の概況
猛暑にもかかわらず前年並みに高い１等米比率を達成!! 

来年も高品質米の継続を！

　生育基礎ほの坪刈収量は、目標比96％とやや低くなりました。これは登熟歩合が平年より高く目標値
並みとなったものの、㎡当たり穂数が目標比90％（平年比94％）と少なかったことによるものです（図３）。
　本年は分げつが早くから確保され、幼穂形成期前まで平年より多く推移しました。しかし、その後は
多くの弱勢な穂が淘汰され、その結果、穂数が平年より少なくなりました（図４）。
　目標とする茎数を確保後は速やかに中干しを実施し、充実した茎（穂）にすることが重要です。

（R1ＪＡなのはな生育基礎ほ、対目標比） （R1ＪＡなのはな生育基礎ほ）

（R1ＪＡなのはな生育基礎ほ、穀粒判別器RN310調査）

3 コシヒカリの概況についてコシヒカリの概況についてコシヒカリの概況についてコシヒカリの概況について

　本年の玄米の外観品質は、高温により基白粒や
腹白粒等が増加し、平年より整粒歩合が低くなっ
ています（図５）。
　品質低下の主な栽培的な要因と改善　対策は表
２のとおりです。

4 米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策米品質低下要因と改善対策

　次年度も気象変動（高温）に打ち勝つ米づくりを目標に取り組み、高品質米生産に努めましょう。
※次年度対策の詳細については次号以降でお伝えします。

　本年の富山県産米の作柄は、10
月現在、作況指数102、10ａ当た
り収量540kgと昨年より収穫量がや
や増加する見込みです（前年535kg）。
　品質は概ね良好で、ＪＡなのはな
のコシヒカリの１等米比率は５年連
続で90％を超える結果となりまし
た。これは白未熟粒や胴割粒、カメ
ムシによる斑点米などの発生を抑え
られたことによります。
　なお、うるち玄米の２等以下に格
付けされた理由としては、除青未熟
が38％と最も多く、次いで心白粒
25％、部分カメ17％となっています。

　本年は、田植え後から６月初旬にかけて高温多照で推移し、初期分げつの発生が旺盛となりました。
７月前半の低温などで一時的に生育が緩慢となりましたが、梅雨明け後の高温多照で出穂が早まわると
ともに弱勢分げつの淘汰が進みました。８月末からは前線などの影響で降雨が続きましたが、コシヒカ
リの成熟期は平年より早くなりました。
　コシヒカリの出穂後20日間の平均気温は29.3℃（ＪＡなのはな生育基礎ほ）と過去10年で最も１等米
比率が低かった平成22年並みの高い気温となりました。品質への影響が懸念されましたが、水管理や籾
の黄化に応じた早めの収穫など栽培管理を徹底した結果、胴割粒などの発生を抑えることができ、１等
米比率を高い水準で維持できました。

表１ 令和元年産米の作柄品質
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図２　令和元年の気象経過（富山地方気象台）

図３ コシヒカリ収量及び収量構成要素 図４ ㎡当たり茎数の推移

図５ コシヒカリの外観品質の状況

平均気温

日射量

降水量

mm/day , MJ/

田植え後～
６月初旬の高温多照　　

7/29～8/15
まとまった降雨なし

2 気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響気象経過と水稲生育への影響

（1.85mmベース）

図１ ＪＡなのはな品種別１等米比率 ※Ｒ1は10月24日現在

 

→初期生育の促進

梅雨明け後～８月前半の高温多照　
→出穂・登熟の促進、白未熟粒の発生　　

８月末～９月初旬の低日射
→白未熟粒
の発生

７月前半の低温
→１穂着粒数の抑制　

梅雨（6月7日～7月24日）

コシヒカリ成熟期
９月６日(平年より３日早い)

コシヒカリ出穂期
８月１日(平年並み)

～ＪＡなのはな生育基礎ほ（８か所）調査結果より～

 

 

表２　品質低下につながった主な要因と改善対策

白未熟粒
・基白粒
・腹白粒
・乳白粒
・心白粒

過剰着粒

主な発生要因 主な対策及び改善方向（例）

稲体の活力低下

出穂が早い

散布が遅い
防除回数が少ない

雑草が多く、カメムシが多発

・適正な基肥量（転作跡田は減肥する）
・中干しの徹底（遅れず、しっかりと干す）
・中干し後に生育過剰な場合、落水期間が長めの間断かん水の実施
・土づくり、基肥をしっかり施用　
・葉色に応じた追加穂肥の実施
・水管理の徹底（幼穂形成期の飽水管理、出穂後の湛水管理）
・コシヒカリは５月15日を中心とした田植え
・老化苗の防止　→　播種を早めない
・品種毎の適切な時期に防除を実施
・穂揃期と傾穂期の２回防除の徹底
・雑草地や畦畔の草刈りの徹底
・ほ場内の除草の徹底

斑点米
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・
・
そ
う
そ
う
、
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ん
か
も
注
意
し
な
い
と
、
収
入
が
一
〇
三

万
円
を
超
え
る
と
扶
養
控
除
の
対
象
外
と
な

る
か
ら
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
な
。
つ
ま
り
、

家
族
み
ん
な
の
一
年
間
の
収
入
を
し
っ
か
り

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
お
か
み
さ
ん

の
臨
時
収
入
や
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
に

も
注
意
し
て
年
末
調
整
の
届
出
を
す
る
よ
う

に
言
っ
て
お
く
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
年
末
調
整
や
扶
養
控
除
等
の
ほ

か
、
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）を

確
認
し
て
み
る
と
よ
い
ぞ
。
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー（
℡
４
３
２

−

４
１
９
１（
代
）
※
音
声

案
内
に
従
い「
１
」番
を
選
択
）
で
も
、
詳
し

く
回
答
し
て
も
ら
え
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
あ
っ
し
も
内
助
の
功
を
受
け
て
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
た
い
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
相
談

は
受
け
付
け
て
お
ら
ん
が
、
熊
さ
ん
に
も
、

早
く
お
相
手
が
見
つ
か
る
と
よ
い
の
う

�

（
富
山
税
務
署
）

─
内
助
の
功
と
年
末
調
整
─

１ 国税庁ホームページを確認 ２ 電話相談センターに確認 ３ 税務署へ相談予約
電話相談等で解決しない場合（書類や事実関係の確認が必要な場合）

800項目の回答
「タックスアンサー（よくある税の質問）」は税に関
する情報を提供しているインターネット上の税務相
談室です。税金の種類ごとに調べられる（800項目
以上）ほか、キーワード検索もできます。

様式ダウンロード
各種税務手続の概要や提出時期などを案内していま
す。申告書、申請書など手続きに必要な用紙のダウ
ンロードができます。

約90％が電話で解決
国税局の職員がお答えする電話相談センターでは、受
け付けした質問の約90％が電話で解決しています。

５分以内の回答
寄せられた一般的な電話相談に対する、１件当たり
の平均相談時間は約４分30秒です。

消費税軽減税率制度
音声案内「３」を洗濯すると、消費税軽減税率制度
に関する専用ダイヤルをご案内します。
（TEL　0120‐205‐553）

税務署での面接相談は
事前予約をお願いします
具体的に書類や事実関係を確認する必要がある相談
などで、職員との面接による相談をご希望される方
は、所轄の税務署に電話で相談日時をご予約下さい。
電話相談センターを経由した場合は、所轄税務署へ
相談内容を説明した後、電話をお繋ぎします。

富山税務署の代表番号へ電話

音声案内に従って 　 を選択
税務に精通した
国税局職員がお答えします

1
（　　　　　　　）8：30～17：00

土日、祝日及び年末年始を除く

☎076-432-4191
パソコン・スマートフォン等から国税庁
ホームページにアクセスし、タックスア
ンサー（よくある税の質問）をご利用く
ださい。

①「国税庁ホームページ」、②「電話相談セ
ンター」でも解決しない場合は、電話で
所轄税務署に面接相談日時をご予約くだ
さい。

●一般的な電話相談とは、法令等の解釈・適用についての情報提供や手続き案内となります。
●所得税等の確定申告期は、確定申告に関するご案内として、音声案内「０」が追加されます。
●税理士等からの一般相談には、原則対応していませんので、ご理解ください。
●タックスプランニング等に関わるコンサルタント的なご相談には、対応していませんのでご理解ください。

◎電話相談センター・事前予約制度のご利用について

ＱＲコード

国税庁

国税に関するご質問・ご相談 富山税務署
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熊
さ
ん
・
・
へ
ー
、
見
積
り
で
も
い
い
ん
で
や

ん
す
か
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
。
だ
が
、
見
積
り
を
誤

る
と
、
年
明
け
に
再
度
の
年
末
調
整
や
確
定

申
告
を
行
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
。
見
積
も

る
時
に
注
意
し
た
い
の
は
、
パ
ー
ト
収
入
の

他
に
年
金
収
入
や
事
業
収
入
、
そ
の
他
の
臨

時
的
な
収
入
に
係
る
所
得
金
額
も
合
計
し
て

配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
う
言
え
ば
、
お
か
み
さ
ん
に
保

険
の
満
期
金
が
あ
る
と
か
っ
て
言
っ
て
や
ん

し
た
。

御
隠
居
・
・
そ
う
そ
う
、
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ん
か
も
注
意
し
な
い
と
、
収
入
が
一
〇
三

万
円
を
超
え
る
と
扶
養
控
除
の
対
象
外
と
な

る
か
ら
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
な
。
つ
ま
り
、

家
族
み
ん
な
の
一
年
間
の
収
入
を
し
っ
か
り

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
。
お
か
み
さ
ん

の
臨
時
収
入
や
子
供
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
に

も
注
意
し
て
年
末
調
整
の
届
出
を
す
る
よ
う

に
言
っ
て
お
く
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
年
末
調
整
や
扶
養
控
除
等
の
ほ

か
、
国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）を

確
認
し
て
み
る
と
よ
い
ぞ
。
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー（
℡
４
３
２

−

４
１
９
１（
代
）
※
音
声

案
内
に
従
い「
１
」番
を
選
択
）
で
も
、
詳
し

く
回
答
し
て
も
ら
え
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
あ
っ
し
も
内
助
の
功
を
受
け
て
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
た
い
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
相
談

は
受
け
付
け
て
お
ら
ん
が
、
熊
さ
ん
に
も
、

早
く
お
相
手
が
見
つ
か
る
と
よ
い
の
う

�

（
富
山
税
務
署
）

知識の泉・豊かな心とくらしに「家の光図書」おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

水
槽
や
ガ
ラ
ス
容
器
に

菌
床
を
入
れ
、
コ
ケ
を

あ
し
ら
っ
て
作
る
、「
き

の
こ
の
テ
ラ
リ
ウ
ム
」。

材
料
や
作
り
方
、
管
理

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
レ

ベ
ル
別
に
解
説
。
初
心

者
で
も
安
心
し
て
始
め

ら
れ
る
。
き
の
こ
の
魅

力
に
ハ
マ
る
こ
と
間
違

い
な
し
！

ス
ト
ウ
ブ
料
理
の
人
気

店
に
よ
る
初
の
レ
シ
ピ

集
。
お
店
で
好
評
の
メ

ニ
ュ
ー
や
野
菜
た
っ
ぷ

り
プ
レ
ー
ト
を
は
じ

め
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
や
お
正
月
に
作
り

た
い
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ

を
紹
介
。
こ
れ
ま
で
の

ス
ト
ウ
ブ
本
に
な
い
魅

力
に
出
会
え
る
！

具
だ
く
さ
ん
で
食
べ
ご

た
え
の
あ
る
ス
ー
プ
レ

シ
ピ
全
61
品
。
野
菜
が

た
っ
ぷ
り
と
れ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
肉
な
ど
の

た
ん
ぱ
く
質
も
入
っ
て

い
る
の
で
、
一
品
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
。
メ
イ

ン
食
材
は
２
〜
３
種
の

み
で
忙
し
い
と
き
に
も

大
助
か
り
！

家
に
あ
る
材
料
で
作
れ

る
超
簡
単
お
つ
ま
み
を

１
２
６
品
紹
介
。
メ
イ

ン
食
材
ひ
と
つ
と
少
し

の
調
味
料
が
あ
れ
ば
、

す
べ
て
２
ス
テ
ッ
プ
で

完
成
。
普
段
料
理
を
し

な
い
人
や
苦
手
な
人
で

も
安
心
の
お
手
軽
つ
ま

み
。
家
飲
み
が
も
っ
と

楽
し
く
な
る
！

は
る
ひ
ご
は
ん
の

ス
ト
ウ
ブ

「
ハ
レ
の
日
」レ
シ
ピ

部
屋
で
楽
し
む

き
の
こ
リ
ウ
ム
の
世
界

お
か
ず
が
い
ら
な
い

ご
っ
つ
い
ス
ー
プ

素
材
ひ
と
つ
で
ウ
マ
つ
ま
み

今
夜
の
ひ
と
つ
ま

定
価1,600円＋税定

価1,400円＋税定
価1,300円＋税定

価1,200円＋税

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ 永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジン）」オーナーシェフ

（１）マグロのさくに塩を擦り込み30分ほど置き、水気
をしっかりと拭き取る。

（2）（１）のマグロに小麦粉を付け軽くたたく。

作り方

（3）揚げ油を185度に熱し、（２）を周りがきつね色に
なるまで揚げる（60～90秒ほど）。

（４）揚がった（３）の油をペーパータオルで拭き、切り
出す。付け合わせの野菜、器に入れたおろしポン
酢、レモンを添えて出来上がり。

マグロ（さくで）
付け合わせ野菜各種
レモン
おろしポン酢だれ
（大根おろしにポン酢を掛けた物）
揚げ油
小麦粉
塩

（１）フライパンにオリーブ油をひき、塩・こしょう
した白身魚を皮目から弱火でじっくりと両面
焼き上げる。白身魚を取り出す。

（2）きのこマリネを作る。（１）のフライパンにオ
リーブ油を足し、つぶしたニンニク、ほぐし
たきのこ類、白ワインを入れ、塩・こしょうを
して中火で炒め、仕上げにバルサミコ酢と
しょうゆを回し掛ける。

作り方

（3）皿にちぎったサニーレタス、食べやすい大き
さに切ったパプリカ、レンコン、グリルした
白身魚をのせ、パセリを散らし（２）を掛けて
出来上がり。

材料（2人分）材料（2人分）
白身魚
レンコン（下ゆでして厚切りに）
パセリ（みじん切り）
サニーレタス
パプリカ（赤、黄合わせて）
オリーブ油
塩・こしょう

2切れ
50g
適宜
1/4把
1/2個
大さじ1
適宜

白
身
魚
の
グ
リ
ル
サ
ラ
ダ

き
の
こ
の
バ
ル
サ
ミ
コ
掛
け

マ
グ
ロ
の

揚
げ
た
た
き

きのこマリネ
シメジ
マイタケ
ニンニク
オリーブ油
バルサミコ酢
しょうゆ
白ワイン
塩・こしょう

1パック
1パック
1片

大さじ1
大さじ1
小さじ1
大さじ1
適宜

150g
お好みで
1/8個
大さじ2

適宜
適宜

小さじ1

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

（答は13Ｐ）　　　

まちがいさがしまま
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JA-SS　12月のお得なキャンペーン情報!
毎週木曜日特売日!毎週木曜日特売日!
ハイオク・レギュラー・軽油対象ハイオク・レギュラー・軽油対象

12月5日・12日・
19日・26日の

大幅値引き！大幅値引き！１ℓあたり１ℓあたり

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

4日間！！
お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050
呉羽給油所
TEL 076‒434‒2214

JAなのはな

年
末
年
始
の

営
業
案
内

年
末
年
始
の

営
業
案
内

　
年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て
、
左
記
の
通
り

ご
案
内
致
し
ま
す
。

６日
（月）

５日
（日）

４日
（土）

３日
（金）

２日
（木）

１月１日
（水）

31日
（火）

12月30日
（月） 月　日

通常
営業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 通常

営業
支店・
営業所

通常
営業

通常
営業

（和合のみ）

通常
営業

（和合のみ）

通常
営業

（和合のみ）

通常
営業

（和合のみ）

通常
営業

（和合のみ）

臨時
営業

（※和合のみ）

通常
営業 給油所

※　　
臨時
営業 休業 休業 休業 休業 休業 休業

臨時
営業

（午後3時まで）

農産物
直売所

※
和
合
給
油
所
の
臨
時
営
業
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
。

※
農
産
物
直
売
所
で
の
１
月
６
日
の
臨
時
営
業
は
９
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

全
日

（臨時営業1月3日（水）8：00～21：00を含む）

本
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

ご
利
用
頂
け
ま
す
。

で

８
時
〜
21
時

年
末
年
始
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
に
つ
い
て

ゆず

泥ねぎ
（全地域）

大根
（全地域）

白菜
（全地域）

大かぶ
（全地域）

人参

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

柚子には果肉や果汁だけでなく皮
や種など、実のあらゆる部分に体
に良い様々な栄養が含まれていま
す。食す以外にも、お風呂に入れ
たり香りを楽しんだり多方面で活
用したい優れものです。

越冬野菜の定番。ネギは冬期間よ
く使います。日陰の土中に青葉を
出して斜めに埋めておけば、春ま
で保存できます。

二キロ以上に育つ大きなかぶ。
香りが強く、肉質も緻密であるこ
とから、千枚漬けやかぶら寿しに
どうぞ。

旬真っ盛り！瑞々しく丸々と育った
大根は生のままおろせば自然の
辛みが味わえ、コトコト煮れば甘
味が増す。漬け物用としてもこの
時期に出回るものを使うのが最適
です。

人参は品種改良が進んで、甘味が
増しクセがなく食べやすいものが
多くなりました。お正月に向けて
出回る真っ赤な金時人参や、食卓
に彩りを添える生食に適したカラ
フルな人参などもお試しを。

現在の主流は内側が黄色みを帯び
た黄芯系、オレンジ色の品種もあ
ります。持ち運びしやすく食べき
りサイズのミニ白菜も手軽さや扱
いやすさから人気を集めています。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

（
11
月
１
日
〜
４
月
30
日
ま
で
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の

お
知
ら
せ
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まちがいさがしまま
答え

１…建物の形が違う

４…馬がいる

６…ズボンにライン
がある

９…リンゴがかじら
れている

11…犬の尾の高さが
違う

役員会報告　11月26日（火） 開催

JAなのはな概況　（10月31日現在）

◆付議事項
　・有価証券の購入方針について
　・農産物直売所の営業時間変更について
　・出資金の減額について

◆報告事項
　・１０月末残高試算表ついて
　・１０月末各事業実績について

　　（貯金・貸出金・共済・購買）
　・貸出について
　・共済コンプライアンス点検結果について

正 組 合 員 数

准 組 合 員 数

貯 金

預 金

貸 出 金

長期共済保有高

購 買 品 供 給 高

販 売 品 販 売 高

５，４１８人

５，５６４人

１２００億５２３７万円

９９４億７８１８万円

１６６億７８２５万円

２４６８億３９０７万円

３３億５６８２万円

２５億 ８９０万円

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 日

2 月 定休日（農産物直売所）

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月 定休日（農産物直売所）
料理講習会（呉羽）

10 火

11 水 料理講習会（北部）

12 木 料理講習会（水橋）

13 金 女性大学校閉校式（本店）

14 土 もちつき大会（女性部）

15 日

16 月 定休日（農産物直売所）

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 定休日（農産物直売所）

24 火

25 水 フラワーアレンジ（南部）

26 木 フラワーアレンジ（東部）

27 金 フラワーアレンジ（北部・呉羽）

28 土 フラワーアレンジ（呉羽）

29 日

30 月 臨時営業（農産物直売所）

31 火 臨時営業（和合給油所）

11．　９　農協まつり・ふれあい電化ショー（～１０日）
　 ２６　役員会
　 　 支店長会議

JA日誌JA日誌

−13−No.309 令和元年12月１日発行
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設定・編集

START

00.00m
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I C T農業から未来にはばたく

いち
おし

厳選
3機種
厳選
3機種

60馬力75馬力70馬力

TJV755TJV755 ＳＬ600ＳＬ600ＹＴ470ＹＴ470

富山県JAグループ 　トラクター

おすすめトラクターをお求めやすく

全農とやまグループ・
協賛／出展農業機械関連メーカー各社、肥料農薬メーカー各社
後援／富山県農業者協議会・富山県企業稲作経営者協会・富山県農業法人協会
　　　富山県青年農業者協議会・ＪＡ富山県青壮年組織協議会
　　　富山県園芸振興推進協議会・農林中央金庫・ＪＡ三井リース株式会社

JA全農とやま 農業機械課  TEL076-429-8193お問い合わせ

富山駅↑

富山迎賓館■

富山県総合運動公園

■新保
　小学校

スーパー農道

　とやま
■健康パーク

富山 I.C
北陸自動車道

55

69

68

41

富山空港前 空港口

下熊野北

下熊野南新保文化会館前

新保小学校北

任海

富
山
き
と
き
と
空
港

神
通
川

会場
テクノホール

大
沢
野
町↓

●メーカー別展示コーナー
●ＩＣＴ（自動操舵・水門）コーナー
●ラジコン草刈機コーナー
●ドローンコーナー　　 ●作業機コーナー
●乾燥調整機コーナー　●防除機コーナー
●小物販売コーナー　　●除雪機コーナー
●生産資材コスト低減、営農コーナー
●共同購入トラクターコーナー
●富山県ＪＡグループいちおしトラクター

・お米の成分分析
　　玄米300ｇお持ちください。
　　その場で成分分析いたします。
・うどん・おにぎりの振る舞い！
　　※なくなり次第終了とさせていただきます。

ご来場された方にもれなく記念品を進呈
いたします。

講 　 演 イベント

記念品進呈

13（金）

14（土）

「「経営に役立つスマート農業」～北陸の農業に必要な技術と展開～」
　　

 

　株式会社ぶった農産　佛田利弘 氏
 

11：00～
11：50

「富山の農業現場で利用が進むスマート農業」
　　富山県農林水産部　吉田　稔 氏

12：30～
13：20

「スマート農業技術の開発動向について」
　　農業技術革新工学研究センター　藤岡　修 氏

13：30～
14：20

　　  

　　

「農業経営における農業ICTの導入事例と効果的活用視点」
　　株式会社日本能率協会コンサルティング　今井一義 氏

11：00～
11：50

　　

「富山の農業現場で利用が進むスマート農業」
　　富山県農林水産部　吉田　稔 氏

12：30～
13：20

　　

 

富山産業展示館（テクノホール）
西館およびホワイエ  富山県富山市友杉1682
富山産業展示館（テクノホール）
西館およびホワイエ  富山県富山市友杉1682

12/13㈮～14㈯12/13㈮～14㈯
10 : 0 0 ～ 16 : 0 0（14日は15:00まで）10 : 0 0 ～ 16 : 0 0（14日は15:00まで）

アグリチャレンジ
　　　　　　2019

―担い手ICT農業機械展示会―
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